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と展開した時の係数 anの比,an/an-,を 1/nに対 してプロしットすると図のように
なる｡ 上図がHoneycomb,下図が Squareの場合である｡ Honeycombの場合は直線
とはいい難 く･1/nJ o で縦軸を有限の高さで切るようにはみえないo Square の
場合はかなり直線に近いが,n- 8の点は少しおちているo 次にこの展開をPade'で近
似 してその分母が零になる所を探 してみたoSquare(下図 )のS-1の場合,分母
分子共に4次式で近似すると,分母は零になることはなかった｡ (即ち帯磁率は発散 し
ない ) Honeycomb(上図 )のS-1で同様にすると,分母の零が 2つ極めて接近し


























よい｡所がそうすると異方性が n⇒i76 5 4 3 2
非常に小さくても有限の時,自
発磁化はかなり高い温度 (Stapley-Kaplanの温度 )で現れるがその値は温度が極 く
低温になるまで1に較べて極めて小さい値を保たねばならぬということがいえるO
(Termin珊 agnerを異方性のある時に行えばよいo するとo<ノ百 万 二 Tc ≡
JS(S+1)/log1/(1-E)o ここでE-1のとき等方的o従って f- 1とすれば
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